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宗     教  4200

寺 田 勇 文*

1・ 〈大宗教〉について

2. シャーマンの類型と分布

3.〈 巨石制〉にかかわる問題

 東 南 アジァ ・オセアニァの237民 族 を対象 とする本研究 では,「 宗 教」 にか かわ る文

化要素と して,16の 小 項 目が用意 されている。 それ らは,複 数魂(4201),穀 物 魂

(4202),職 業 的祭司(4203),脱 魂 型 シヤーマ ン(4204),愚 依型 シャーマ ン(4205),

鳥 占 い(4206),内 臓 占い(4207),人 身供犠(4208),牛 類供犠(4209),ト ー テム的

禁殺 ・禁食(4210),勲 功 祭宴(4211),巨 石 記念物(4212),上 座 部仏教(4213),イ

ス ラム(4214),首 狩 り(4215),食 人 俗(4216)で あ る。

 この宗教の項 目については,山 下 による中間総括 的な報告がある[山 下 1985:103-

107]。 こ こではそれを参照 しつつ,い わゆ るく大宗教 〉の問題,シ ャーマ ンの類型と

分布の問題,巨 石記念物を主軸 とするいわゆるく巨石制 〉にか かわ る問題 を検討する

ことにす る。

1.〈 大宗教〉 について

 〈大 宗教 〉と しては上座部仏教(4213)と イス ラム(4214)の 二 つがと りあげ られ

ている。 まず,上 座部仏教を もつ民族 と して13例 があ り,そ の うち2例 は東南アジァ

島喚部の ジャワ島(Javanese)と ロ ンボク島(Sasak)に 分布 しているが,そ れ以外は

予想通 り東南ア ジァ大陸部 と くに 中国南部の雲南か らビルマ,タ イ,イ ン ドシナにか

けてみ られ る。利用 した資料の問題 とお もわれるが,Siameseが 上 座部仏教を有す る

民族 に数え られていないのはおか しい。

 つ ぎに,イ ス ラムについては36例 が報告 されてお り,そ の大部分 はマ レー シアとイ

*上 智大学外国語学部

146



東南 アジア ・オセァニアにおける諸民族文化のデ ータベ ースの作成 と分 析

ンドネ シアさ らにフィ リピン南部にか けて分布す る。東南ア ジア大 陸部 におけるイス

ラムは5例(Burmese, White Tai, Siamese, Cambodian, Cham)が 報 告 されて い

る。 この うちCambodianとChamに つ いてはチ ャンパ との関係で,ま たSiamese

につ いてはパ タニ戦役後に捕虜 としてバ ンコックに移住を余儀 な くされたマ レー人 ム

ス リムとの関係で説明がつ くであろうか。White Taiが イ ス ラムを もつ とい う点 は,

中 国南部のイス ラムの影響が考え られ る。

 上 座部仏 教 とイスラムとをあわせもつ民族 は,わ ずか に2例(Javanese, Sasak)に

と どま る。 また,予 想通 りの結果 と して,オ セアニアに は上座部仏教 もイス ラムも分

布 しない ことが確認 されて いる。 もっともフィジーの イ ン ド系社会において は現在5

万 人近 くのムス リムが定住 してい ることを考慮すれば,将 来の こうした文化要素の比

較研究において は,す でに数世代を経過 した移民 グル ープについて も対象民族 と して

取 り扱 うことが必要 とおもわれる。

 つ ぎに,〈 大宗教 〉と他の文化要素 との クロス分析について は,さ きに山下が試み

たように,報 告者 もイス ラム(4214)と ブタ飼育(1321)の 有 無,上 座部仏教(4213)と 牛

類供犠(4209)の 有 無 との関係をチェ ック した。 まず,ブ タを飼育する民族 は じつ に

174例(全 体の73.4 ｰo)が 数 え られているに もかかわ らず,東 南ア ジァ島喚部を 中心 と

した イス ラム文化圏で は数例が報告されてい るにとどまる。 イス ラムとブタ飼育をあ

わせ もつ民族 は東南 ア ジァ島喚部 ではわずか2例(Javanese, Sasak)だ けであ る。

それ以外の中国南部,フ ィ リピン,メ ラネシア,ミ クロネ シア,ポ リネ シアの ほぼ全

域でかな り均一 にブタの飼育が確認 されてい ることを考慮す ると,イ ス ラム文化 にお

けるブタを忌避 するイデオロギーとブタ飼育の有無 とは一定の関係性 を もつといえ る

か も しれない。

 つ ぎに上座 部仏教 と牛類供犠 との クロスの結果 をみて みよ う。牛類供犠 を もつ民族

は68例(全 体の28.7ｰ0)あ り,そ の ほぼすべてが東南 ア ジアに分布 している。上座部

仏教 と牛類供犠 とをあわせ もつの は,そ のうちの5例(Cambodian, Tai, Muong,

Sasak, Pulang)で あ る。上座部仏教の多数を構成す る民族 の一つ であ るBurmese等

に おいては牛類供犠 がみ られ ないのであるが,こ うした結果を上座部仏教 の忌避 イデ

オロギー との関係 のみ で即断す ることには,現 在の資料上 では問題が残 ろう。

 〈大宗教〉 の小項 目にかかわ る問題点としては,上 座 部仏教 とイス ラム以外に,ヒ

ンズー,大 乗仏教,キ リス ト教(カ トリックとプロテスタ ン トにわけて)の 小項 目を

設定 する ことがのぞ ま しか った。
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2.シ ャー マ ン の類型 と分 布

 近 年 の シャーマニズ ム研究で は,超 自然的存在 との関係 の様態 をめ ぐって,脱 魂型

と悪霊型 とい う二 つの タイプの シャーマ ンが存在 す ることがあ きらか と な って い る

[佐 々木 1979;1980]。 調 査結果 によると,脱 魂型 シャーマ ンを もつ民族 は合計27例

(全体の11.4ｰ0)が 報 告されて おり,中 国南部 とスマ トラ,カ リマ ンタ ン(ボ ル ネオ),

ス ラウェシ(セ レベス)に かけて分布 する。 オセア ニアではわずかに オース トラ リァ

北部に居住す るUngarinjinの1例 だ けである。一方の愚依型 シャーマ ンは,脱 魂型

よ り多 く67例(全 体の28・3 ー o)と な っている。 その分布は,し いていえば中国南部 と

フィ リピン,ス ラウェシ,さ らに オ セアニアに 多い といえるかも しれない。 脱魂型

と愚依型の両方を有 する民族 は6例(Yami,四 川Miao, Waropen, Bugis, Nu,

Makassarese)の み とな っているが,両 者の型が混在 する地域 と しては
,と くに 中国

南部が注 目され る。全体 と して脱魂型であれ愚依 型であれ シャーマ ンを有す る民族 は,

237民 族 中の88例(37.1%)と な る。

 シ ャーマ ンあるいはシャーマ ン的な呪術宗教職能者 は,個 別 の民族誌においては祭

司,託 宣 師,預 言者,霊 媒,呪 医,治 療師などとい うさまざまに異 なる呼称 で記述 さ

れているため,そ れ らと職業 的祭司 との関係 は明確ではない。 また,大 宗教 が浸透 し

ている地域で は,イ ス ラムの イマームやキ リス ト教宣教 師,仏 教の僧侶などが職業的

祭 司の範疇にふ くまれている可能性がある。集計結果で は102民 族(43.0%)が 職 業的

祭司(4203)を 有 してお り,そ の分布 はと くに中国南部 か らイ ンドシナ,タ イにかけ

てと,オ セアニアの島填部 に顕著である。

 シ ャーマニズムの類型 に関 しては,脱 魂 型 と愚依型 とい う分類以外に も,東 南 アジ

アに関 しては岩 田による山地民族型 と平地民族型 とい う二つ の類型設定 が試み られて

いる[岩 田 1978:64-79]。 しかし,こ れ までの民族誌の記述か らみる限 りにお いて

は,佐 々木 も指摘 してい る通 り,シ ャーマニズムは脱魂型 と愚依型 とに明確に分類 さ 、

れ うるもので はな く,両 者が混在す る社会,民 族 も少 な くない。 したが って脱魂型 と

愚依型 とい って も,そ れ は当該社会 においてどち らの要素が よ り優勢 であるか という

問題 であろ う。

 シ ャーマニズ ムの出現形態 は,当 該社会 において保持 されてい る霊魂観,宗 教的世

界観に大 き く影響されていると考え られ る。 そこで,つ ぎに東南 アジァ ・オセアニア

における複数魂(4201)と シャーマ ンの分布および類型 との相関関係 の有無を みてい

くことにする。 まず複数魂 を有す る民族 と して74例(31.2%)が あげ られて お り,そ
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の うち54例 が東南 アジァ,19例 が オセアニア,1例 がマダガスカルに分布 して い る。

複数魂を もつ民族 は,こ の調査の結果 からみ るか ぎりマ レー半島 をのぞ いた ほぼすべ

ての地域に分布 している。 シャーマンとの関連では,東 南アジアにおいて複数魂 と脱

魂型 シャーマ ンを同時に有す る民族 は13例,複 数魂 と愚依型 シャーマ ンとの組みあわ

せ は19例 で ある。オセアニアでは,複 数魂 と脱魂型の組みあわせはUngarinjinの1

例 のみで,複 数魂 と愚依型の組 みあわせは11例 となる。 この ように複数魂 とシャーマ

ンの類型 との関連では,一 定の傾向はみ られなか った。

3.〈 巨石制〉にかか わ る問題

 大 規 模な石造構築物(メ ンヒル,ド ル メン,列 石,ス ト0ン ・サ0ク ル など)を 創

出 した文化複合を ここで はく巨石制 〉とよぶ[cf.ハ イ ネーゲ ルデル ン 1961 ]。 まず,

〈巨石制 〉を構成す る文化要素 と して,勲 功祭 宴(4211),巨 石 記念 物(4212),首 狩

り(4215)の 三 つの分布をみてい く。勲功i祭宴を有す る民族は25例(10.5 ｰo),巨 石 記

念物 は38例(16.0%),首 狩 りは64例(27.0%)が 報 告 されている。 しか し,こ れ らの

3要 素がすべてそろっている民族 は,わ ずかに7例(Orang-Abung, Sumbanese,

Lushai, Rengma Naga, Kelabit, Thado-Kuki, Nias)に と どま ってい る。山下 が

指摘 してい るように,3要 素 として まとめあげ るに は,事 例 が少 なす ぎるとい う印象

を もつ がどうであろ うか。

 これに関連 して,勲 功祭宴 と巨石記念 物の組 みあ わせ は9例,首 狩 りと巨石記 念物

の組みあわせ は15例,勲 功祭宴 と首狩 りの組みあわせ は14例 とい う結果 がでてい る。

また勲 功祭 宴 と牛類供犠(4209)と を あわせもつ民族 は12例(勲 功祭 宴を有 する25民

族 中の12例)で あった。
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